
本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ

ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

は
じ
め
に

日
本
の
銅
版
画
製
作
は
時
代
に
よ
っ
て
版
の
作
り
方
が
異
な
っ
て
い
た
。
十
六
世
紀
の

中
ば
伝
来
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
の
下
で
教
え
ら
れ
た
の
は
直
刻
の
彫
刻
銅
版
画
H

エ

ン
グ
レ

l
ヴ
ィ
ン
グ
の
製
版
技
法
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
方
法
が
行
わ
れ
た
の
は
十
六
世
紀

も
終
り
の
九

0
年
代
と
次
の
世
紀
の
十
年
前
後
ま
で
の
期
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
技

法
は
禁
教
鎖
国
政
策
の
下
で
消
滅
し
て
し
ま
う
。

次
に
十
八
世
紀
の
八

0
年
代
に
、
蘭
書
を
翻
読
し
て
腐
蝕
銅
版
画
H

エ
ッ
チ
ン
グ
が
先

ず
江
戸
で
創
製
さ
れ
、
中
京
、
京
摂
の
地
方
で
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
ら
の
中
で
江
戸
系
が
最
も
熱
心
に
西
洋
画
の
遠
近
法
、
陰
影
法
を
取
り
入
れ
た
日

本
、
こ
と
に
江
戸
の
風
物
を
描
く
こ
と
に
努
め
た
。
そ
の
洋
風
画
表
現
は
木
版
画
の
浮
世

絵
の
世
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
そ
の
江
戸
系
銅
版
画
は
「
天
保
(
一
八
三

O
)
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
甚
だ
し
く
衰
え
、
辛
う
じ
て
そ
の
余
鳴
を
保
つ
に
過
ぎ
ぬ
か

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
」
と
西
村
貞
著
『
日
本
銅
版
画
志
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
要
因
は
「
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)
己
亥
七
月
渋
川
六
蔵
の
蘭
学
、
蘭
書
取
締
に
関

す
る
意
見
書
な
ど
」
の
当
時
の
洋
学
に
対
す
る
反
動
運
動
が
銅
版
画
や
そ
の
作
者
を
圧
迫

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
し
て
い
る
。

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

菅

野

陽

本
稿
で
述
べ
る
本
岐
道
平
は
、

お
し
こ
み

そ
の
弾
圧
に
巻
き
込
ま
れ
、
押
込
の
憂
き
目
に
遭
っ

た
。
絵
め
ら
れ
た
の
は
、
洋
式
銃
の
修
理
、
鋳
造
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
は
理
化
学
に

詳
し
く
、
大
槻
如
電
が
道
平
を
「
隠
れ
た
る
電
気
学
者
」
と
評
し
た
が
、
平
賀
源
内
伝
来

エ
レ
キ
テ
ル
を
公
開
し
た
り
も
し
た
。
当
時
畢
山
の
蘭
学
的
知
見
を
し
た
っ
て
集
ま
っ
た

蘭
学
者
た
ち
と
交
際
が
あ
り
、
蛮
杜
の
獄
に
連
坐
し
た
と
し
て
鳥
井
耀
蔵
に
よ
っ
て
渡
辺

畢
山
、
高
野
長
英
ら
と
共
に
天
保
十
年
五
月
に
告
発
拘
置
さ
れ
、
取
調
べ
ら
れ
た
。
従
っ

て
彼
に
関
す
る
記
述
は
蛮
杜
の
獄
関
係
書
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
の
銅
版
画

製
作
を
取
り
あ
げ
た
も
の
は
前
引
西
村
貞
氏
、
池
長
孟
氏
の
ほ
か
に
は
見
当
ら
な
い
。

し
か
し
本
岐
道
平
の
銅
版
画
十
点
が
神
戸
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
現
存
す
る
。
そ

の
内
に
扉
画
と
も
い
え
る
一
枚
に
「
神
経
血
絡
関
現
図
」
と
表
題
の
右
か
ら
横
書
の
刻
記

が
あ
り
、

そ
の
下
辺
に
冨
。
Z
E
S
E
E
-
-
s
-
0
4〈
各
♀
と
刻
記
し
て
あ
る
。
そ
の
銅
版
画

に
つ
い
て
の
記
述
は
故
池
長
孟
著
『
南
蛮
美
術
総
目
録
』
(
昭
和
三
十
年
五
月
・
市
立
神
戸

美
術
館
発
行
二
六
五
ペ
ー
ジ
)
に
載
っ
て
い
る
。
他
の
九
枚
は
人
体
の
神
経
全
図
と
正
面

と
背
面
か
ら
観
た
人
体
の
各
部
分
に
至
る
神
経
や
、
動
、
静
脈
の
状
態
を
腐
蝕
銅
版
画
に

製
作
し
、
主
要
部
分
を
色
彩
別
に
塗
り
分
け
た
人
体
解
剖
図
で
あ
る
。

昭
和
六
十
年
そ
れ
ら
の
銅
版
図
を
撮
影
し
て
検
討
し
た
結
果
、
原
図
は
十
六
世
紀
の
イ

タ
リ
ア
の
医
師
、
解
剖
学
者
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
エ
ウ
ス
タ
キ
∞

m
S
E
E
5
8
HWCω
片
山
の

F
-
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扉神経血絡開現図本岐道平挿図 1

(
2・5
0
0
1
広
三
)
の
遺
著
の
解
剖
書
中
の
人
体
解
剖
図
版

を
模
刻
し
た
こ
と
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
ウ
ス
タ

キ
(
時
に
は
エ
ウ
ス
タ
キ
オ
開

g
g
n
E。
と
も
呼
ば
れ
、
江
戸

時
代
の
日
本
で
は
エ
ウ
ス
タ
キ
オ
の
ラ
テ
ン
語
開

g
g
n
E
5
を

エ

ウ

ス

タ

キ

ト

ウ

ス

エ

ウ

ス

タ

キ

ウ

λ

漢
字
を
あ
て
た
欧
私
太
機
都
私
あ
る
い
は
欧
私
苔
鳩
斯
と
書
か

れ
た
)
の
原
図
は
一
五
五
二
年
に
腐
蝕
製
作
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
全
図
版
は
一
七
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
解

剖
書
は
高
く
評
価
さ
れ

千
八
百
年
ま
で
に
ラ
テ
ン
語
版
を

は
じ
め
、
英
語
版
、

オ
ラ
ン
ダ
語
版
、
ド
イ
ツ
語
版
に
訳
き

れ
た
諸
版
は
十
種
類
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

扉下辺部分

そ
の
内
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
十
九
世
紀
前
半
、

日
本
の
翻

訳
解
剖
書
に
翻
(
抄
)
訳
さ
れ
た
り
、
図
版
の
一
部
が
模
写

同

あ
る
い
は
模
刻
さ
れ
た
。
本
岐
道
平
の
模
刻
銅
版
画
も
そ
の

挿図 2

一
例
と
い
え
る
。

八

本
岐
道
平
の
銅
版
画
十
点
は
既
述
の
よ
う
に
神
戸
市
立
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
岡

18 

村
千
曳
著
『
紅
毛
文
化
史
話
』

で
は
寛
政
年
間
の
洋
学
者
相
撲
見
立
番
附
や
同
芝
居
見
立

番
附
に
入
っ
て
い
る
備
中
松
山
藩
の
儒
臣
松
原
右
仲
を
「
忘
れ
ら
れ
た
銅
版
画
家
松
原
右

仲
」
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
。
右
仲
は
松
平
定
信
の

『
退
閑
雑
記
』
に
書
か
れ
て
い
る

が
、
遺
作
と
し
て
は
「
万
国
輿
地
全
図
」
の
束
、
西
両
半
球
の
世
界
地
図
が
現
存
す
る
。

そ
れ
に
倣
っ
て
「
忘
れ
ら
れ
た
銅
版
画
家
本
岐
道
平
」
の
前
記
十
点
の
人
体
解
剖
図
版

(
図
版
X
l
a
・
b
・
挿
図
1
・
5

・
7
・
9
・

u
-
U
・
日
・
口
)
を
評
価
記
述
し
た
い
。

ま
た
併
せ
て
十
九
世
紀
前
半
日
本
で
引
用
し
た
エ
ウ
ス
タ
キ
の
解
剖
書
の
初
版
が
で
き

る
ま
で
の
状
態
や
、
原
書
の
版
が
改
訂
版
か
ら
蘭
語
版
が
で
き

日
本
の
医
学
解
剖
書
等

に
活
用
さ
れ
た
状
態
な
ど
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
を
紹
介
記
述
す
る
。

な
お
本
岐
道
平
(
も
と
き
み
ち
へ
い
)
は
本
木
道
平
あ
る
い
は
元
木
道
平
と
も
書
か
れ

た
も
の
が
あ
る
が
、
同
時
代
の
告
発
状
に
本
岐
道
平
と
書
い
て
あ
り
、
宮
庄
町
巳
と
自
ら

刻
記
し
て
い
る
の
で
、

み
ち
へ
い
と
読
む
方
が
よ
い
と
思
う
。

ど
う
へ
い
で
は
な
く
、

一、

本
岐
道
平
と
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」

本
岐
道
平
に
つ
い
て
多
少
で
も
ふ
れ
た
同
時
代
の
記
録
と
し
て
は
、
鳥
居
耀
蔵
が
作
成

し
た
無
人
島
渡
航
計
画
者
一
味
十
八
人
を
老
中
水
野
忠
邦
に
上
申
し
た
告
発
状
、
水
野
が

告
発
さ
れ
た
人
々
に
つ
い
て
直
属
の
隠
密
吏
に
命
じ
た
再
調
査
の
探
索
復
ム
晶
、
幕
府
の

申
渡
書
(
判
決
起
)
が
幕
府
方
に
あ
る
。
被
告
側
か
ら
は
渡
辺
登
の
口
主
的
出
て
い
る
。

ま
た
山
幸
山
の
高
弟
で
あ
っ
た
椿
椿
山
の
天
保
十
年
五
月
十
五
日
か
ら
六
月
十
七
日
に
わ
た

る
麹
町
一
件
目
録
と
題
し
た
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
は
被
告
渡
辺
登
を
支
援
す
る
立
場
の
人

に
よ
る
支
援
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
天
保
雑
記
』
が
内
閣
文
庫
に
あ
る
。

な
お
天
保
十
年
に
四
十
歳
だ
っ
た
兵
学
者
清
水
機
洲
の
随
筆
『
あ
り
ゃ
な
し
ゃ
」
に
蛮
杜

の
獄
に
つ
い
て
当
時
の
側
面
か
ら
ふ
れ
た
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
本
岐
道
平
は
十



八
人
の
一
人
で
あ
る
の
で
、
彼
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
。

本
岐
道
平
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
旦
ハ
秀
三
著
『
シ

l
ボ
ル
ト
先
生
』

3
そ
の
生
涯
及

功
業
に
は
本
木
道
平
(
寛
政
六
年
一
七
九
四
|
天
保
十
年
一
八
三
九
)
と
あ
る
。
大
槻
如

電
の
『
新
撰
洋
学
年
表
』

の
天
保
六
年
の
項
で
、
本
木
道
平
(
四
二
)
と
あ
る
。
同
じ
筆

者
の
大
正
二
年
二
月
発
行
の
「
逓
信
協
会
雑
誌
」
の
「
域
計
一
一
雑
誌
本
木
道
平
」
で
は
、
獄

中
伝
染
し
た
湿
療
の
た
め
苦
痛
し
て
幾
程
も
な
く
死
し
て
け
り
。
此
年
、
(
す
な
わ
ち
事

件
の
落
着
し
た
天
保
十
年
か
)
翌
年
か
月
日
も
未
祥
、

と
あ
る
。
椿
山
の
麹
町
一
件
目
録

中
の
五
月
十
八
日
、

廿
三
日
の
項
に
道
平
の
年
齢
を
四
十
六
と
し
た
記
録
が
二
回
あ
る
。

な
お
『
天
保
雑
記
』

の
五
月
廿
三
日
の
項
に
も
四
十
六
と
記
載
し
て
あ
る
。
四
十
六
を
満

年
齢
で
は
な
く
、
数
え
年
と
す
れ
ば
『
シ
!
ボ
ル
ト
先
生
』

の
記
述
が
妥
当
と
考
え
ら
れ

る
道
平
の
経
歴
の
中
、
最
も
活
躍
し
た
と
思
わ
れ
る
天
保
期
の
後
半
生
は
、
告
発
状
や
申

渡
書
の
幕
府
側
の
記
録
で
あ
る
程
度
判
る
の
で
そ
れ
ら
を
写
し
て
み
る
。
告
発
状
で
は
、

遠
山
半
左
衛
門
組

御
徒

本
岐
栄
作
養
父

隠
居

本

平

道

岐

比
者
一
体
蘭
学
を
好
ミ
、
種
々
之
細
工
物
を
工
夫
致
し
、
近
来
専
ド
ン
ド
ル
と
唱
候
小
筒
を

製
作
致
候
、
去
年
三
月
中
御
代
官
羽
倉
外
記
伊
豆
七
島
巡
見
之
節
、

用
人
致
し
罷
越
候
も
の

に
て
、
猶
又
来
子
年
外
記
手
附
手
代
七
島
よ
り
無
人
島
へ
可
差
遣
目
論
見
ニ
付
、
其
節
は
案

内
ニ
罷
越
候
旨
申
繕
、
同
志
之
も
の
申
合
、
漂
流
ニ
事
寄
セ
巴
宋
・
サ
ン
ト
l
イ
ツ
・
ア
メ
リ

カ
国
辺
迄
漂
着
可
致
心
組
之
由
。

次
に
道
平
へ
の
申
渡
書
だ
が

一
件
は
天
保
十
年
十
二
月
に
落
着
し

十
八
日
申
渡
が

行
わ
れ
た
。

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

遠
山
半
左
衛
門
組
御
徒

栄
作

父
本

岐

平

道

其
方
儀
先
年
御
徒
相
勤
御
暇
相
成
候
後
、
銅
物
細
工
致
し
、
阿
蘭
陀
持
渡
候
ト
ン
ド
ル
ヒ

ユ
(だ
と
、
申
小
筒
の
具
合
直
し
被
相
頼
候
を
手
掛
に
て
右
仕
方
見
覚
候
と
て
新
規
に
仕
立
可

申
と
存
じ
、
真
鎗
に
て
小
筒
之
下
地
を
鋳
立
捺
掛
り
、

い
ま
だ
出
来
不
致
候
得
共
其
右
体
異

類
之
鉄
砲
所
持
主
も
不
相
札
、

工
合
直
し
遣
し
、

又
可
売
払
と
新
規
に
鋳
立
候
段
、
不
埼
に

付
所
持
之
鉄
砲
取
上
げ
、
押
込
申
付
ル
。

道
平
は
五
月
十
四
日

一
件
御
不
審
の
一
人
と
し
て
召
捕
ら
れ
、
家
宅
捜
索
を
さ
れ
て

前
記
の
申
渡
書
に
あ
る
通
り
所
持
し
て
い
た
鉄
砲
類
は
押
収
さ
れ
た
。
そ
れ
に
関
す
る
記

録
と
し
て
は
『
天
保
雑
記
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
保
十
亥
年
五
月
十
四
日

遠
山
半
左
衛
門
組
御
徒

栄
作
父

本

岐

道

平

右
途
中
に
て
召
捕
ら
れ
、
直
に
宅
に
有
之
鉄
砲
類
残
ら
ず
御
取
上
ケ
相
成
、
其
外
四
人
召
捕

ら
れ
候
由
、

と
あ
り
、
続
い
て
同
月
廿
三
日
の
記
録
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
畢
山
ら
五
人
挙
げ
て
あ
る

が
、
道
平
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
「
一
ト
通
尋
の
上
改
揚
屋
に
遣
す
」
、

と
あ
る
。
そ

れ
は
「
大
草
安
房
守
御
役
宅
に
て
佐
々
木
三
蔵
立
会
安
房
守
申
渡
候
」
、

と
あ
っ
て
五
月

廿
二
日
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
は
十
月
十
六
日
の
項
の
三
番
目
に
、
「
前
同
所
同
組
御
頭

に
預
ケ
遣
ス

遠
山
半
左
衛
門
組
御
徒

栄
作
父

本
岐
道
平
」
と
並
記
さ
れ
、
「
右
、

大
草
安
一
房
守
御
役
宅
に
て
佐
々
木
三
蔵
立
会
{
女
房
守
申
渡
候
」
、

と
あ
る
。
そ
の
後
の
記

録
は
前
述
し
た
十
二
月
十
八
日
申
渡
が
記
載
し
て
あ
る
。
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椿
山
の
「
麹
町
一
件
書
類
」
の
五
月
十
六
日
に
、
是
は
立
原
よ
り
書
を
か
り
で
写
す
、

と
あ
る
十
八
人
の
姓
名
の
内
の
一
人
で
あ
り
、

十
八
日
の
記
録
で
は
、

十
五
日
御
呼
出
吟

味
の
上
揚
屋
入
、
が
四
人
挙
げ
て
あ
る
中
の
一
人
と
し
て
載
っ
て
い
る
。

廿
三
日
に
は
、

「
昨
廿
二
日
被
仰
渡
書
付
に
一
遍
尋
之
上
改
揚
屋
入
」
は
畢
山
渡
辺
登
は
じ
め
五
人
い
る

中
に
道
平
も
入
っ
て
い
る
。
同
日
の
最
後
の
行
に
「
一
、
三
味
線
堀
松
平
内
紀
殿

長
英
之
門
人
也
鉄
砲
の
修
覆
を
道
平
へ
頼
み
よ
し
」
、

と
あ
る
。
な
お
十
六
日
の
夕
、
『
あ
り

ゃ
な
し
ゃ
』

の
著
者
清
水
磯
洲
方
へ
御
番
士
多
羅
尾
七
郎
三
郎
諸
問
三
が
来
て
、
「
蘭
学
家

本
岐
道
平
飯
町
一
四
へ
蘭
製
の
鉄
砲
類
頼
み
置
た
る
に
、
公
辺
よ
り
御
沙
汰
と
し
て
取
揚
ら
れ

た
り
と
、
昨
日
拙
者
留
守
中
に
道
平
来
り
言
置
た
り
と
の
事
は
、
如
何
な
る
次
第
に
や
」

と
問
う
の
で
、
磯
洲
の
父
は
「
畢
山
の
事
を
告
げ
、
定
て
其
等
よ
り
起
り
し
な
ら
ん
」
と

話
す
と
多
羅
尾
が
驚
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
五
日
夜
本
岐
道
平
召
捕
ら

れ
、
鉄
砲
も
取
揚
げ
ら
れ
た
事
は
早
く
に
椿
山
が
知
っ
て
い
た
こ
と
も
記
述
し
て
あ
る
。

『
天
保
雑
記
』
と
日
付
の
点
で
異
っ
て
い
る
が
、
以
上
に
よ
っ
て
も
道
平
は
松
平
内
記
に

は
鉄
砲
の
修
繕
を
頼
ま
れ
て
い
た
こ
と
や
多
羅
尾
七
郎
三
郎
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
製
の
鉄
砲
類

(
小
銃
や
短
銃
な
ど
を
指
し
て
い
る
の
か
、
挺
数
な
ど
は
不
明
だ
が
)
を
頼
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
判
る
。

な
お
『
天
保
雑
記
』

の
五
月
廿
六
日
に
、
松
平
内
記
が
先
祖
か
ら
所
持
の
鉄
砲
二
十
三

挺
を
道
平
に
修
繕
の
た
め
預
け
で
あ
っ
た
が
、
道
平
召
取
の
際
町
奉
行
大
草
安
一
房
守
が
取

上
げ
た
と
、
栄
作
か
ら
言
っ
て
来
た
。
今
朝
大
草
安
房
守
方
か
ら
御
調
べ
の
上
返
事
す
る

と
い
う
事
な
の
で
、
こ
の
旨
を
届
け
出
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
右
鉄
砲
は
松
平
内
記
方

へ
戻
さ
れ
た
と
あ
る
。

山
幸
山
の
口
書
の
中
で
道
平
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

遠
山
半
左
衛
門
様
御
徒
士
栄
作
父
本
岐
道
平
は
、
鉄
砲
細
工
致
し
、
以
前
よ
り
懇
意
に
有

之
、
七
八
年
以
前
と
覚
え
候
、
ド
ル

l
ル
ヒ
ュ
ス
と
唱
ふ
る
小
筒
を
持
参
候
問
、

一
覧
の
上

二
O

差
戻
し
候
儀
に
有
之
。
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従
て
道
平
は
渡
辺
畢
山
と
呪
懇
に
し
て
い
た
し
、
鉄
砲
な
ど
を
見
せ
に
出
向
い
た
り
し

た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
畢
山
が
道
平
を
画
の
描
け
る
人
物
と
し
て
っ
き
あ

っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
全
く
判
ら
な
い
。

『
あ
り
ゃ
な
し
ゃ
』
に
、
六
月
十
四
日
吟
味
あ
り
。
道
平
は
大
病
、

と
あ
る
。
そ
し
て

十
二
月
十
日
大
草
安
房
守
が
急
死
し
、
同
十
八
日
に
は
、
南
町
奉
行
筒
井
伊
賀
守
役
宅
に

於
て
、
全
く
落
着
、

と
あ
る
。
本
岐
道
平
は
揚
屋
入
り
さ
せ
ら
れ
た
五
月
十
四
日
か
ら
一

応
元
気
で
い
た
の
は
一
カ
月
足
ら
ず
で
、
六
月
十
四
日
に
大
病
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判

る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
大
槻
如
電
の
記
事
に
は
、
押
込
(
自
宅
禁
固
)
の
申
渡
後
苦
し

み
の
内
に
死
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
『
あ
り
ゃ
な
し
ゃ
』
の
記
事
中
に
、
道
平

が
幕
末
の
剣
客
と
し
て
名
高
い
斎
藤
弥
九
郎
と
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
蘭
学
を
好
み
」
と
い
わ
れ
た
道
平
が
何
年
頃
か
ら
蘭
学
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、

蘭
学
者
た
ち
の
集
ま
り
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
か
明
か
で
は
な
い
。
申
渡
書
で
は
「
御
徒

相
勤
御
暇
相
成
候
後
」
は
、

と
あ
り
、
養
子
栄
作
を
迎
え
隠
居
の
身
と
な
っ
て
か
ら
、

生

来
の
優
秀
な
工
夫
力
と
手
技
の
器
用
さ
を
生
か
し
た
が
、

そ
の
基
磯
知
識
は
蘭
学
者
た
ち

と
の
交
流
か
ら
得
て
い
た
と
さ
れ
る
。
大
槻
如
電
の
『
新
撰
洋
学
年
表
』

で
は
「
小
関
三

英
、
高
野
長
英
等
に
つ
い
て
理
化
学
の
則
を
研
究
し
」
と
あ
り
、
別
の
前
掲
「
逓
信
協

会
」
雑
誌
記
事
に
は
「
夙
く
小
関
三
栄
に
従
学
し
」
と
如
電
は
書
い
て
い
る
。
御
徒
で
あ

っ
た
頃
か
ら
す
で
に
関
心
を
持
ち
学
び
始
め
、

和
蘭
薬
品
の
製
練
法
を
修
得
し
、
電
気
の

研
究
も
其
れ
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
如
電
は
記
し
、

そ
の
後
退
身
し
て
か
ら
製
薬
業
を

専
業
に
し
、
浅
草
三
筋
町
の
北
隅
の
袋
町
に
居
住
し
て
い
た
。

と
同
記
事
は
続
く
。

平
賀
源
内
伝
来
エ
レ
キ
テ
ル
の
看
板
の
も
と
に
、
電
気
発
光
の
観
世
物
を
浅
草
蔵
前
通

り
に
本
岐
道
平
が
出
し
た
の
は
天
保
の
初
年
と
あ
る
か
ら
道
平
の
三
十
七
歳
の
年
で
あ

る
。
摩
擦
エ
レ
キ
で
種
々
の
作
用
を
示
し
て
そ
の
功
績
を
説
い
た
と
い
う
か
ら
正
に
科
学



の
実
用
的
機
能
を
説
明
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
が

一
般
の
見
物
人
は
大
勢
集
ま
っ
て
も
そ

の
珍
ら
し
き
に
驚
く
ば
か
り
で
、
魔
法
だ
妖
術
だ
と
騒
が
し
か
っ
た
。
町
方
向
心
が
取
締

の
た
め
道
平
の
自
宅
に
詰
問
に
出
向
い
た
が
、
道
平
の
説
明
す
る
電
気
の
道
理
を
理
解
す

る
能
力
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、
道
平
は
火
打
石
を
と
っ
て
火
打
鎌
に
打
ち
当
て
て
燐
火
を

出
し
て

こ
れ
も
魔
法
か
妖
術
か
と
い
っ
て
同
心
を
追
い
帰
し
た
。
し
か
し
そ
の
観
世
物

は
禁
じ
ら
れ
、
結
局
数
日
間
の
展
示
に
終
っ
た
と
い
う
。

如
電
は
そ
の
記
事
の
終
わ
り
に
、

源
内
を
初
代
と
す
れ
ば
、
二
代
目
は
そ
の
四
十
年
後

の
大
阪
の
橋
本
宗
吉
で
、

そ
の
二
十
年
後
に
出
た
本
岐
道
平
を
三
代
目
と
み
、

四
代
目
は

さ
ら
に
二
十
年
後
の
佐
久
間
象
山
と
電
気
史
に
補
入
し
た
い
、

と
書
い
た
。
ま
た
道
平
の

多
能
多
才
き
が
雷
管
発
射
の
短
銃
の
補
繕
を
可
能
に
し
、

天
保
十
年
の
無
人
島
開
墾
の
疑

獄
事
件
に
連
坐
し
て
そ
の
身
を
亡
ぼ
し
た
、

と
記
述
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
銅
版

画
製
作
に
関
し
て
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

道
平
と
多
年
呪
懇
で
あ
っ
た
幸
山
の
口
書
の
中
で
も
道
平
の
鉄
砲
に
関
す
る
執
着
振
り

を
語
っ
て
は
い
る
が
、
銅
版
画
製
作
に
は
何
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
申
渡
書
の
中

で
、
「
御
暇
相
成
候
後
は
銅
物
細
工
致
し
」
、

と
あ
る
の
は
吟
味
の
過
程
で
道
平
が
述
べ
た

細
工
の
中
に
銅
版
腐
蝕
法
を
会
得
し
て
い
た
こ
と
も
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
和
蘭

薬
品
の
製
練
法
を
修
め
る
課
程
で
、

銅
版
腐
蝕
の
工
程
を
学
ん
だ
と
推
考
で
き
る
。
前
引

如
電
の
記
事
中
に
、
道
平
が
硝
石
精
を
製
し
た
鎮
鍋
で
温
鈍
を
煮
て
食
べ
大
下
痢
を
お
こ

し
、
夫
婦
と
も
ど
も
床
の
中
で
苦
し
ん
で
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
小
関
三
芙
が
訪
ね
て

来
て
そ
の
様
子
に
大
へ
ん
驚
き
、
早
速
手
当
し
て
直
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
て
い
る
。
硝

石
精
の
語
は
橋
本
宗
吉
の

『
三
法
方
典
』
(
享
和
二
年
一
八

O
二
)
に
出
た
の
が
早
い
方
だ

っ
た
。
そ
れ
は
近
代
的
意
義
に
お
い
て
最
も
早
く
薬
品
製
造
法
を
記
述
し
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
に
も
化
学
薬
品
の
製
法
等
を
書
い
た
舎
密
学
(
化
学
)

一
名
分
離
術
、

分
析
学
を
論
述
し
た
著
作
が
出
て
い
る
。
道
平
が
硝
石
精
を
煮
た
、

と
い
う
こ
と
は
銅
版

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

腐
蝕
液
(
ス
テ
レ
キ
ワ

l
ト
ル
H
強
水
)
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
道
平
の
和
蘭
薬
品
製
練
法
の
研
究
と
彼
の
銅
版
腐
蝕
を
む
す
び

付
け
る
所
以
で
あ
る
。

道
平
の
多
芸

エ
レ
キ
テ
ル
の

器
用
さ
は
製
薬
業
を
専
業
と
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
し

研
究
よ
り
以
前
に
遡
る
頃
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
余
り
に
次
々
と
研
究
工
夫
の
結
果

が
蘭
製
の
雷
管
発
射
装
置
で
終
局
を
迎
え
、
劇
的
な
騒
動
に
ま
き
込
ま
れ
て
終
っ
た
た

め
、
初
期
の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
銅
版
画
製
作
を
数
年
も
交
わ
っ
て
い
た
人
も
忘
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
厳
然
と
現
存
す
る
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
は
彼
の
蘭
学

に
よ
せ
る
関
心
が
蘭
書
の
閲
覧
に
よ
っ
て
模
刻
を
実
行
さ
せ
、
医
学
を
学
ん
だ
こ
と
な
ど

な
い
と
思
わ
れ
る
道
平
が
原
蘭
書
に
十
分
施
さ
れ
て
い
な
い
主
要
部
分
を
色
彩
見
本
を
つ

け
て
塗
り
分
け
て
い
る
の
は
そ
の
知
識
を
小
関
三
英
や
高
野
長
英
あ
た
り
か
ら
得
た
か
と

も
考
え
ら
れ
る
。

道
平
の
模
刻
の
原
図
は
一
七
九
八
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
の
エ
ウ
ス
タ
キ
の
医
学
解
剖

書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
中
の
図
版
で
あ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
を
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
い
た
人
は

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ボ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
蘭
書
は
輩
山
の
「
客
座
掌
記
」
丁
酉
(
天
保

八
年
)
の
蘭
書
目
録
に

千
七
百
九
十
八
年

解
体
図
解

ブ
レ
ン
ギ
著

冊

エ
ウ
キ
タ
キ
ユ
ウ
ス

と
記
録
し
て
い
る
の
で
峯
山
も
閲
覧
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
ブ
レ
ン
ギ
は

別
人
で
、
次
の
行
に
も
記
載
し
て
あ
る
の
で
、
誤
記
と
考
、
え
ら
れ
る
。

一
七
九
八
年
版
の

エ
ウ
ス
タ
キ
の
解
剖
書
が
舶
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
右
記
の
通
り
明
か
で
、
次
の
章
で
当

時
の
江
戸
の
蘭
法
医
学
者
た
ち
を
刺
激
し
、
本
文
を
抄
訳
し
た
り
、
図
版
の
あ
る
も
の
を

引
用
模
写
あ
る
い
は
模
刻
し
た
状
態
を
述
べ
る
。
そ
こ
で
同
版
が
前
述
し
た
通
り
の
オ
ラ

ン
、
ダ
語
の
本
で
あ
る
こ
と
も
明
か
に
な
る
。
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本
岐
道
平
に
つ
い
て
は
前
述
の
諸
記
録
の
紹
介
論
考
き
れ
た
範
囲
に
止
ま
り
、

そ
れ
以

外
に
年
代
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
と
に
彼
の
銅
版
画
製
作
は

「
神
経
血
絡
関
現
図
」
十
点
に
止
ま
り
、

そ
れ
以
外
の
作
品
の
有
無
も
判
ら
な
い
。
し
か

し
そ
の
十
点
が
現
存
す
る
こ
と
で
、
安
田
雷
洲
と
同
時
代
に
生
き
た
銅
版
画
作
者
と
し
て

充
分
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
模
刻
で
は
あ
っ
て
も
中
伊
三
郎
の
模
刻
以
上
に

内
容
上
か
ら
も
技
法
の
点
で
も
原
図
版
を
岨
唱
し
て
表
現
し
て
い
る
点
を
評
価
で
き
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
道
平
の
十
点
の
製
作
は
天
保
の
初
年
頃
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推
考

で
き
る
。
渋
川
の
意
見
書
が
で
る
以
前
で
あ
り
、
同
意
見
書
の
上
申
さ
れ
た
の
は
天
保
十

年
七
月
で
あ
っ
て
、
鳥
居
の
陰
謀
に
よ
る
疑
獄
事
件
に
追
随
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

渋
川
の
意
見
書
の
内
容
の
う
ち
取
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
二
項
で
あ
り
、
直
接
絵
画
銅
版

画
に
関
す
る
も
の
は
な
い
。
『
新
撰
洋
学
年
表
』

の
天
保
十
一
年
五
月
に
長
崎
奉
行
へ
阿

蘭
陀
差
出
候
風
説
書
に
は
原
文
を
添
え
よ
」
と
か
、
「
通
詞
た
ち
掛
り
以
外
に
他
に
出
さ

せ
る
な
」
と
い
っ
た
こ
と
や
、
同
じ
月
に
江
戸
奉
行
へ
「
市
中
の
看
板
に
オ
ラ
ン
ダ
文
字

を
使
用
き
せ
る
な
」
と
い
っ
た
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
が
出
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

か
、
え
っ

て
天
文
方
で
蛮
書
を
翻
訳
し
た
暦
書
医
書
天
文
書
あ
る
い
は
窮
理
書
の
類
は
其
筋
だ
け
で

取
扱
い
濫
に
世
上
に
流
布
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
、

天
文
台
訳
員
の
地
位
に
い
た
杉

目
立
卿
、
宇
田
川
格
庵
、
大
槻
玄
乗
、
箕
作
院
甫
、
杉
田
成
卿
の
蘭
学
者
、
蘭
法
医
た
ち

五
人
が
連
署
で
い
っ
て
い
る
。

天
保
十
年
の
「
一
八
三
九
、
江
戸
」
と
腐
蝕
刻
字
の
入
っ
た
銅
版
肖
像
画
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
像
は
石
川
大
浪
の
同
図
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
製
版
作
者
は
格
庵
で
も
松
田

玄
々
堂
で
も
な
く
、
安
田
雷
洲
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
雷
洲
の
他
の
作
品
と
の
関
連
で
す

で
に
別
稿
(
『
大
和
文
華
』
七
九
号
)
で
論
考
し
た
。

天
保
十
五
年

(
H
弘
化
元
年
)
に
は
雷
洲
は
「
東
海
道
五
十
三
駅
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
製

作
刊
行
し
た
。
そ
の
現
存
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
検
討
し
た
結
果
、
原
版
に
加
筆
し
腐
蝕
し
直

し
た
こ
と
が
二
回
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
の
加
筆
腐
蝕
を
雷
洲
自
ら
行
っ
た
の

22 

か
、
雷
洲
没
後
あ
る
い
は
明
治
の
始
め
銅
版
画
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
頃
手
が
加
え
ら
れ
た

も
の
か
ど
う
か
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、

そ
れ
だ
け
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
雷
洲
の
銅
版
画
の
年
記
の
最
も
遅
い
も
の
は
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
の
武
江
地
震

で
あ
る
。
鳥
居
や
渋
川
の
上
司
で
あ
っ
た
老
中
水
野
忠
邦
は
天
保
十
四
年
に
辞
職
し
、

弘

化
二
年
(
一
八
四
五
)
老
中
を
罷
免
さ
れ
た
。
江
戸
に
お
い
て
銅
版
画
に
対
す
る
取
締
的

上
申
が
特
に
製
作
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
確
証
は
見
当
ら
な
い
。

江
戸
系
銅
版
画
は
司
馬
江
漢
の
創
製
以
後
、

亜
欧
堂
田
善
、
松
原
右
仲
、
安
田
雷
洲
と

続
き
、

さ
ら
に
本
岐
道
平
を
加
え
て
江
戸
期
を
終
え
、

明
治
期
に
か
け
て
梅
村
翠
山
が
出

て
く
る
。
翠
山
は
天
保
十
年
十
一
月
二
十
一
日
生
れ
、
(
没
年
は
明
治
三
十
九
年
六
月
十
八

日

六
十
八
歳
)
最
初
期
の
銅
版
画
は
文
久
三
年
ご
八
六
三
)
。
幕
末
期
に
「
東
海
道
写

真
鏡
之
内
」
と
冠
し
た
銅
版
画
シ
リ
ー
ズ
も
製
作
し
た
り
、
引
続
い
て
門
人
た
ち
と
合
作

し
た
「
東
京
名
所
」
と
題
し
た
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、
京
都
出
身
の
二
代
目
玄
々
堂
松
田
緑

山
と
行
動
を
共
に
し
た
り
、
多
角
的
に
製
作
活
動
を
明
治
初
期
に
行
っ
て
い
る
。

き
て
本
題
の
本
岐
道
平
の
「
神
経
血
絡
関
現
図
」
の
各
図
の
画
像
周
辺
に
記
入
し
た
文

字
は
次
の
通
り
で
あ
る
(
図
番
号
は
「
南
蛮
美
術
総
目
録
』
に
よ
る
。
下
の
吋
〉
∞
と
あ
る
番

号
は
エ
ウ
ス
タ
キ
原
本
(
一
七
一
四
年
刊
初
版
本
)
の
図
版
番
号
を
示
す
。
同
『
目
録
』
の
順

序
を
原
本
の
順
に
置
き
代
え
た
。
門

U
に
は
彩
色
見
本
が
塗
つ
で
あ
る
。
原
書
の
銅
版
図
版
の

大
き
き
は
縦
二
八
セ
ン
チ
横
一
八
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
)
。
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神
経
血
絡
開
現
図

玄。

Z
E
冨
笠
宮
仲
間
。
-o
君
。
『
♀
(
挿
図
1
・
2
)
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脳
ノ
十
対
神
経
並
一
一
脊
椎
三
十
対
神
経
互
ニ
連
リ
遁
行
ス
ル
大
幹
ノ
図
(
図
版
X
l
a
)

吋
〉
回
・
)
ハ
〈
口
同
(
挿
図
3
)



第
一
対
神
経

第
二
対
神
経

第
三
対
神
経

〔

U
第
四
対
神
経

第
五
対
神
経

口口口

口口口口口口
項第第第第第
斎佐 寸- tJ， ノ、 寸三 云¥

桶対対対対対
経神神神神神

経経経経経

円

U
脊
椎
神
経

門

U
腰
椎
神
経

門

U
薦
骨
神
経

37 

脳
ノ
五
対
神
経
ノ
一
枝
別
項
神
経
脊
神
経
腰
神
経
薦
背
神
経

吋
〉
回
・
凶
〈
ロ
ロ
(
挿
図

6
)

足
神
経
筋
肉
中
ヲ
遁
行
ス
ル
図
(
挿
図
5
)

口口口
項六五
神対対
経神神

経経

枝

口口口
薦脊腰
骨神神
神経経
経

〔

U
足
神
経

ス
後
面
ノ
図
(
挿
図
7
)

項
神
経
脊
神
経
腰
神
経
足
神
経
筋
肉
ノ
間
ニ
遁
行
ス
ル
ヲ
露

吋
〉
∞
・
凶
阿
(
挿
図

8
)
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門

U
項
神
経

39 

口
脊
神
経

門

U
足
神
経

項
神
経
脊
神
経
腰
神
経
足
神
経
皮
下
ニ
露
ハ
レ
及
脳
ノ
五
対

吋
〉
回
・
凶
凶
円
(
挿
図
叩
)

ノ
一
枝
別
顔
面
ニ
露
ハ
ル
、
前
面
ノ
図
(
挿
図
9
)

口口
項 五
神対
経ノ

枝

口口
腰脊
神神
経経

門

U
動
脈

動
静
二
脈
皮
下
ニ
露
ハ
ル
図
(
挿
図
日
)

円

U
静
脈

44 

円

U
足
神
経

吋
〉
回
・
}
内
凶
口
(
挿
図
ロ

脳
ノ
五
対
神
経
ノ
一
枝
別
項
神
経
脊
神
経
腰
神
経
薦
骨
神
経

40 

足
神
経
皮
下
ニ
露
ハ
ル
図
(
挿
図
日

吋
〉
回
・
M

内
}
門
口
同
(
挿
図

M
)

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

口口
項五
神対
経神

経

口口
腰 脊
神神
経経

口口
足薦
神骨
経神

経

43 

動
静
二
脈
筋
肉
ノ
間
ニ
露
ハ
ル
冶
図
(
挿
図
日

門

U
動

門
ハ
〕
静

吋
〉
∞

-M)口
〈
(
挿
図
vm

脈

脈

42 

心
ヨ
リ
全
身
ニ
布
延
ス
ル
動
静
二
脈
ノ
幹
枝
ヲ
露
ハ
ス
図
(
図
版
E
l
b
)

門

U
動

門

U
静

吋
〉
回
・
}
ハ
凶
〈
(
挿
図

4
)

脈

脈

41 

諸
臓
接
続
ヲ
切
断
シ
テ
二
血
脈
ノ
大
幹
ヲ
露
ハ
ス
図
(
挿
図
げ
)

円

U
動

門
ハ
〕
静

脈

脈

同
，
〉
∞
-v
ハ
)
ハ
〈
】
(
挿
図

M

右
の
内
総
目
録
番
号
の
お
、

却
、
必
の
三
枚
の
右
側
が
痛
ん
で
い
る
。

こ
と
に
ぬ
図
は

右
側
の
三
分
の
一
ほ
ど
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
損
傷
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

そ
の

よ
う
な
状
態
に
な
る
ま
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
な
る
も
の
か
全
く
考
え
も
つ
か
な
い
。

浅
草
蔵
前
で
エ
レ
キ
テ
ル
展
示
の
際
い
っ
し
ょ
に
並
べ
た
も
の
か
な
ど
と
想
像
も
で
き
る

が
、
実
際
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

銅
版
画
で
は
あ
る
が
各
図
何
枚
刷
っ
た
か
な
ど
判
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。
同
表
題
の
装
飾
図
は
エ
ウ
ス
タ
キ
の
原
本
で
は
な
く
、
他
の
蘭
書
か

ら
得
た
と
思
わ
れ
る
。
表
題
を
囲
む
飾
り
の
枠
の
上
部
中
央
に
左
手
に
槍
を
持
ち
右
手
に

紋
章
を
描
い
た
小
さ
な
盾
の
よ
う
な
も
の
を
持
つ
人
物
が
立
ち
、
向
っ
て
右
側
に
は
二
人

の
天
使
、
向
っ
て
左
側
に
は
四
人
の
天
使
が
描
い
て
あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
は
中
央
の
人

物
の
右
肩
の
上
を
笛
を
吹
き
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
。
飾
り
枠
下
方
に
向
っ
て
右
に
獅
子
、

エウスタキ原図版
XVIII (図版 X-a対応)

エウスタキ原図版
XXV (図版 X-b対応)

挿図 3

挿図 4
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挿
図
5

挿
図
6

挿
図

7

本
岐
道
平

美

術

研

可h
Yし

四

七

号

神
経
血
絡
開
現
図

内
臓
・
手
足
・
筋
肉
神
経
分
布
前
面
図
(
幻

エ
ウ
ス
タ
キ
原
図
版

本
岐
道
平

同
〈
ロ
ロ

神
経
血
絡
開
現
図

全
身
筋
肉
神
経
分
布
背
面
図
(
犯

挿
図
日

挿
図
ロ

挿
図
日

本
岐
道
平

神
経
血
絡
開
現
図

エ
ウ
ス
タ
キ
原
図
版

本
岐
道
平

}
ハ
}
内
回
目

神
経
血
絡
開
現
図

皮
下
血
管
背
面
図
(
叫

皮
下
神
経
開
現
全
身
図

(ω

挿
図
日

挿
図
日

挿
図
口

二
四

本
岐
道
平

神
経
血
絡
開
現
図

動
静
二
脈
筋
肉
ノ
間
ニ
露
ハ
ル
も
背
面
図
(
必
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エ
ウ
ス
タ
キ
原
図
版

}
門
凶
口
、

本
岐
道
平
神
経
血
絡
開
現
図

諸
臓
接
続
ヲ
切
断
シ
テ
二
血
脈
ノ
大
幹
ヲ
露
ハ
ス
図
(
叫
)



挿
図
8

挿
図

9

エ
ウ
ス
タ
キ
原
図
版

挿
図

M

エ
ウ
ス
タ
キ
原
図
版

同
凶

本
岐
道
平

神
経
血
絡
開
現
図

皮
下
神
経
開
現
前
面
図
(
拘

挿
図
叩

エ
ウ
ス
タ
キ
原
図
版

左
側
に
豹
が
そ
れ
ぞ
れ
枠
に
前
肢
を
か
け
て
立
ち
上
っ
た
形
に
描
い
て
あ
る
(
挿
図
1
)
。

前
述
し
た
横
文
字
サ
イ
ン
は
そ
の
下
方
に
刻
記
し
て
あ
る
。
(
挿
図
1
お
よ
び
2
)

附
図
』

一
一、

エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書
の
蘭
語
版
を
引
用
し
た

江
戸
期
の
日
本
医
学
解
剖
書

腐
蝕
銅
版
画
で
人
体
解
剖
図
を
模
刻
刊
行
し
た
の
は
宇
田
川
玄
真
榛
斎
著
『
医
範
提
綱

で
、
文
化
二
年
(
一
八
O
五
)
亜
欧
堂
田
善
が
五
二
図
を
製
作
し
た
の
が
最
も
早

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

}ハ}ハロ日

エ
ウ
ス
タ
キ
原
図
版

凶
)
内
〈
同

挿
図
凶

}
円

M
内
H

い
。
次
が
斎
藤
方
策
、
中
環
共
訳
の
『
把
爾
翁
浬
解
剖
図
譜
』

上
下
二
編
附
図
二
冊
が
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
が
出
版
さ

れ
、
中
伊
三
郎
が
附
図
四

O
枚
を
一
人
で
模
刻
製
作
し
た
。
伊

一
一
郎
は
引
続
い
て
『
重
訂
解
体
新
書
』

の
附
図
を
腐
蝕
銅
版
画

で
四
十
五
図
を
作
り
直
し
た
。
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
完
成

し
た
。田

善
と
伊
三
郎
の
腐
蝕
銅
版
画
に
よ
る
人
体
解
剖
図
模
刻
と

の
聞
に
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
蘭
訳
本
を
伊
勢
の
越
村
徳
基
が

訳
し
た
『
蕩
科
精
選
図
解
』
上
下
二
冊
本
が
文
政
三
年
(
一
八
二

O
)
に
出
た
が
、

そ
の

中
に
二
枚
の
模
刻
銅
版
画
ス
イ
ス
テ
ル
像
と
「
脱
痘
等
不
治
疾
鋸
解
患
部
」
)
を
牧
墨
億

が
製
作
挿
入
し
て
い
る
。
そ
の
本
は
外
科
書
で
あ
り
、

人
体
解
剖
図
で
は
な
く
肖
像
画
と

表
題
通
り
の
外
科
治
療
の
状
景
図
で
あ
る
。

模
刻
銅
版
画
で
は
な
く
、
南
小
柿
寧
一
(
一
七
八
五
l

一
八
二

O
)
の
著
作
で
文
政
二

年
(
一
八
一
九
)
完
成
し
た

『
解
剖
存
真
図
』

の
中
に
エ
ウ
ス
タ
キ
の
人
体
解
剖
図
版
を

二
枚
模
写
し
て
入
れ
て
あ
る
。
『
解
剖
存
真
図
』

は
内
容
的
に
江
戸
期
最
高
の
も
の
と
評
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二
五



美

術

"."， 

Yし

七

号

研

四

解剖存真図

第十八神経

挿図19 南小柿寧ー解剖存真図

第五十二

南小柿寧ー挿図20

価
さ
れ
て
い
る
。
南
小
柿
は
淀
藩
の
藩
医
だ
っ
た
が
、
四
十
余
回
も
の
解
剖
に
立
ち
会

い
、
自
ら
絵
筆
を
と
っ
て
解
剖
図
を
描
い
た
。
解
剖
図
は
八
十
三
図
あ
る
が
、
自
分
の
経

引
用
し
た
、

験
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
『
施
薬
院
男
体
図
」
、

そ
の
西
洋
解
剖
書
の
中
に
前
述
の
エ
ウ
ス
タ
キ
の
解

「
解
体
新
書
』
や
西
洋
解
剖
書
か
ら
図
を

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

剖
図
も
入
る
。

止
オ
十
八

神
経

解
剖
図
は
(
挿
図
m
u

し

⑧
三
十
対
神
経
及
手
足
神
経

と
あ
る
秋
と
傍
に
書
い
て
あ
る
人
体

エ
ウ
ス
タ
キ
の
図
版
十
九
図
吋
〉
回
・
凶
〈
百
円
(
挿
図
6
)
を
模
写

一一六
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挿図21 重訂解体新書

第四十四 筋肉図前面

XXVIII エウスタキ原図版挿図23

重訂解体新書

第四十五筋肉図背面

XXIX エウスタキ原図版

挿図22

挿図24

米
五
十
二

心
及
動
静
血
脈

⑧
動
血
脈

⑧
静
血
脈

と
あ
る
図
(
挿
図
初
)
は
同
じ
く
図
二
十
五
、
同
長
田
凶
凶
〈
(
挿
図
4
)
を
模
写
引
用
し
、

両
図
と
も
原
図
に
は
な
い
彩
色
を
施
し
て
い
る
。

南
小
柿
寧
一
は
こ
の
解
剖
図
の
完
成
後
、
大
槻
玄
沢
に
頼
ま
れ
て
『
重
訂
解
体
新
書
』

の
付
図
の
製
作
に
か
か
り
、
木
版
画
で
出
す
下
画
を
描
き
完
成
し
て
い
た
。
彼
は
文
政
三

年
死
去
し
た
が
、

『
重
訂
解
体
新
書
』

の
図
版
が
木
版
で
は
な
く
、
銅
版
画
で
出
版
さ
れ

た
次
赤
に
つ
い
て
は
同
書
の
寧
一
の
文
政
辛
己
(
四
年
)
春
日
と
記
し
た
識
語
と
、
大
槻

磐
水
の
記
し
た
文
章
に
よ
っ
て
、
中
伊
三
郎
が
浪
華
の
斎
藤
方
策
の
推
薦
を
受
け
て
銅
版



画
で
作
る
よ
う
に
な
っ
た
事
情
が
判
る
。
同
書
に
は
エ
ウ
ス
タ
キ
の
解
剖
書
か
ら
引
用
し

た
図
版
は
⑧
と
入
れ
た
七
枚
の
図
版
が
あ
る
。
原
図
版
と
模
刻
銅
版
画
と
の
関
係
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

重
訂
解
体
新
書

⑧ 

∞R
F。]。
B
m
w
o
g
開

C
2
m
R
F
E
ω

吋
〉
切
口
円
、
〉
〉
Z
K戸
H
，O
宮円()〉何

(
]
弓
∞
∞
)

神
経
全
図

(
第
十
六
)

[
吋
〉
∞
-un〈
回
目
円
上
半
]

神
経
全
図

四
、
五
、
下
、
(
第
十
七
)

[吋
K
F
回・
M

ハ
〈
同
日
目
下
半
]

一、

一一一、

眼
目
篇
図
(
眼
膜
内
面
図
)

[
H
，
〉
回
・
凶
凶
)
ハ
凶
|
〈
日
]

(
第
十
八
)

竪
割
腎
図

(
第
三
十
七
)

[
吋
〉
回
・
)
口
司
仲
間
凶
]

腎
、
輸
尿
管
、
勝
脱
及
精
通
皐
丸
導
連
係
(
第
三
十
七
)

[
、
吋
〉
回
・
凶
H
H
E
m
-
]

筋
肉
図
前
面

(
第
四
十
四
)

[
同
戸
田
凶
凶
〈
口
同
]

筋
肉
図
後
面

[
吋
〉
∞
-v
ハ
凶
只
一
]

(
第
四
十
五
)

右
に
示
し
た
よ
う
に
原
図
を
二
図
に
分
け
た
り

一
枚
の
図
版
に
い
く
つ
か
描
い
て
あ

る
原
図
の
中
か
ら
一
図
だ
け
を
模
刻
し
た
図
版
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。
第
十
六
、
第
十
七

の
神
経
全
図
は
本
岐
も
模
刻
し
て
い
る
。

(
挿
図
幻

-
n
-
n
・
M
)

中
伊
三
郎
の
模
刻
銅
版
画
解
剖
図
は
前
に
製
作
し
た

『
把
爾
翁
浬
解
剖
図
譜
』

の
附
図

よ
り
も
『
重
訂
解
体
新
書
』

の
解
剖
図
の
方
が
、
立
体
感
表
現
や
腐
蝕
状
態
が
か
な
り
出

来
が
よ
く
な

っ
て
い
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
図
版
の
各
部
分
を
訳
し
た
稿
本
が
あ
る
。
翻
訳
し
た
の
は
前
出
し
た
天

文
方
の
訳
買
に
な
っ
た
蘭
法
医
で
も
あ
っ
た
杉
田
成
卿
(
一
八
一
七

i
一
八
五
九
)
で
、

表
題
は
『
解
体
図
指
説
』
と
あ
る
。
そ
れ
が
書
き
終
っ
た
期
日
の
記
入
が
な
い
た
め
、
何

年
頃
訳
し
た
か
判
ら
な
い
。
全
部
で
十
一
枚
あ
る
が
、
図
版
は
な
い
。
芳
一
枚
目
の
右
上

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

和鮮
蘭身豊
諾2図
斯す指
的て説
爾る
車5欧3

私す
苓た
鳩f
斯す
図

蕩
科
兼
鮮
捜
科
、
亜
、
凡
著

日
本

江
都

杉
田
信

霊
T--="" 

比
図
芳
一
葉
ヨ
リ
芳
八
葉
ニ
至
ル
者
ハ
、
欧
先
生
著
ス
所
ロ
ノ
鮮
体
小
図
中
ノ
者
ニ
シ
テ
、

腎
及
ヒ
血
脈
諸
般
ニ
シ
テ
一
様
ナ
ラ
ザ
ル
者
ヲ
載
ス
。
皆
実
験
ス
ル
所
タ
リ
ト
云
。
今
此

篇
中
ニ
収
載
ス
ト
云
爾

と
原
書
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
行
で
あ
る
こ
と
は
判

る
が
、
刊
行
年
は
書
い
て
な
い
。
亜
、
凡
著
と
あ
る
の
は
、

〉
・
回
。
ロ
ロ
を
漢
字
で
宛
た
も

の
で
あ
り
、

そ
の
前
の
蕩
科
兼
解
体
科
と
あ
る
の
は
外
科
兼
解
剖
学
の
意
。

た
だ
1
v
ボ
ン

は
著
者
で
は
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語
に
本
文
を
訳
し
た
人
で
あ
る
。
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
前

出
し
た
畢
山
の

「
客
坐
掌
記
」
丁
酉
の
蘭
書
目
録
に
一
記
載
さ
れ
た
「
千
七
百
九
十
八
年
版

の
解
体
図
解

エ
ウ
キ
タ
キ
ュ
ウ
ス
著
」
と
あ
る
書
と
同
一
の
版
で
あ
る
。

成
卿
の
抄
訳
し
た
内
容
と
原
蘭
書
と
の
関
係
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

叶
才
一
葉

リ
オ
一
葉
か
ら
芳
四
葉
ま
で
(
右
、
左
ノ
腎
に
つ
い
て
)

リ
オ
一
図
j
芳
三
図

叶
，
〉
回
口
問
、
〉
司
何
回
宮
〉

叶
才
二
葉

右

H
，
〉
回
C
F
〉
ω
M
w
h
〈
Z
ロ
〉

同

叶
才
三
葉

右

同

、
吋
開
問
吋
日
〉

叶
才
四
葉

右

同

。
〈
〉
閉
山
吋
〉

以
上
一
枚
目
を
四
段
に

分
五
葉
(
腎
ト
輸
尿
管
ヲ
縦
割
ス
)
芳
一
図

す
二
図

叶
〉
回
C
F
〉

ρ
〈
H
Z
H
，
〉

叶
才
六
葉
(
狗
の
腎
に
つ
い
て
)

右

同

ω開}ハ
H
，〉

叶
オ
七
葉
(
狗
腎
)

芳
一
図
j
芳
三
図

∞
開
司
H
，H
Y白
〉

叶
才
八
葉

芳
一
図
1
芳
六
図

。
(
リ
吋
〉
〈
〉
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二
七



美

研

四

七

号

術

'7'c 
.7u 

(
狗
腎
)
才
一
図
j
才
六
図
(
芳
三
、
才
四
図
、
数
ノ
腎
)

以
上
二
枚
目

叶
才
九
図

男
像
関
頭
蓋
及
胸
腹
者

、
吋
〉
回
目
}
内

以
上
芳
三
枚
目

以
降
各
図
一
枚
毎
に
な
る

赤
十
板

図
食
道
及
胃
・
前
面
J

一
図
腹
内
諸
臓
l
五
図
」

H
，〉回・)ハ

赤
十
一
板
(
内
臓
各
部
に
つ
い
て
)
芳
一
図
j
赤
十
一
図

吋
〉
回
・
}
内
回

赤
十
二
葉
(
腎
、
副
腎
そ
の
他
に
つ
い
て
)
芳
一
図
j
赤
十
一
図

、
円
〉
∞
-
M
ハロ

赤
十
三
葉
(
右
、
左
・
腎
に
つ
い
て
)

叶
〉
∞
-
v
n
H
H
H

赤
十
四
葉
(
腸
部
諸
器
関
に
つ
い
て
)
芳
一
図
j
赤
十
図

吋
〉
∞
・
)
ハ
ロ
ロ

赤
十
五
図
(
胸
部
腔
内
部
に
つ
い
て
)
芳
一
図
j
芳
六
図

吋
K
F
回
・
)
ハ
〈

赤
十
六
板
(
心
臓
に
つ
い
て
)
芳
一
図
j
才
六
図

叶
戸
∞
-uハ〈】

分
廿
八
葉
(
人
体
、
筋
に
つ
い
て

H
，
〉
回
・
)
内
}
ハ
〈
口
同

叶
才
廿
八
葉
の
図
版
は
『
重
訂
解
体
新
書
』

の
分
四
十
四
の
⑮
芳
二
十
八
図
と
あ
る
正
面

向
き
の
人
体
図
(
挿
図
幻
)
と
同
じ
。
図
版
の
各
部
分
の
名
称
や
、

状
況
を
説
明
し
た
本

文
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
岐
道
平
の
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
で
模
刻
し
た
原
図
で
他
書
と
共
通
な
も
の
は
、

『
重
訂
解
体
新
書
』

の
分
四
十
五
⑮
す
二
十
九
図
と
あ
る
背
面
を
描
い
た
図
(
挿
図
柄
仏
)

と
、
南
小
柿
寧
一
の
『
解
剖
存
真
図
』
中
に
引
用
し
た
赤
十
八
と
未
五
十
二
の
人
体
解
剖

図
(
挿
図
日

-m)
の
計
三
図
版
で
あ
る
。
道
平
は
原
図
を
丁
寧
に
模
刻
し
て
い
て
、
線

の
太
さ
を
使
い
分
け
、
立
体
感
を
出
す
た
め
に
陰
影
部
分
を
細
い
き
れ
い
な
腐
蝕
線
を
使

っ
て
巧
み
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
刊
本
で
出
版
さ
れ
た
医
学

解
剖
書
の
附
図
に
課
せ
ら
れ
た
画
面
の
大
き
き
の
制
約
が
な
い
た
め
か
、

そ
れ
ま
で
の
人

体
解
剖
図
の
銅
版
模
刻
よ
り
は
優
れ
て
い
る
。
ま
た
彩
色
さ
れ
て
い
る
の
で
、
麻
田
剛
立

二
八

ご
七
三
四
|
九
九
)
が
動
脈
を
白
脈
、
静
脈
を
紫
脈
と
し
、

そ
れ
ら
が
細
か
く
分
れ
て
全
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身
に
ゆ
き
わ
た
る
様
子
を
「
モ
シ
明
眼
ノ
人
奇
妙
ノ
術
ア
リ
テ
尽
ク
見
テ
図
セ
パ
人
ノ
質

へ

ち

ま

ハ
紫
白
マ
ダ
ラ
ノ
紙
瓜
ナ
ル
ベ
シ
」
と
表
現
し
た
も
の
を
、
正
に
具
体
的
に
造
り
出
し
た

と
い
、
え
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
剖
書
一
七
九
八
年
刊
本
は
十
九
世
紀
前
半
に
以
上
の

よ
う
に
日
本
で
引
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
だ
が
、

『
江
戸
幕
府
旧
蔵
蘭
書
総
目
録
』
な
ど

こ
斗
品
コ
し
ヰ
哉
、
、

J

lu--司
章
カ
右
く

今
日
の
日
本
に
は
何
処
に
も
所
蔵
し
て
い
る
処
は
な
い
。

一一一、

エ
ウ
ス
タ
キ
の
解
剖
書

バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
エ
ウ
ス
タ
キ
の
名
が
日
本
に
知
ら
れ
た
の
は
、
西
洋
医
学
解
剖
書
の

翻
訳
書
で
あ
る
『
解
体
新
書
』
(
安
永
三
年
〈
一
七
七
四
〉
刊
)
巻
の
一
解
体
大
意
篇
芳
一

の
そ
の
三
「
す
べ
か
ら
く
古
今
の
解
体
の
書
を
熟
読
す
べ
き
」
、
と
し
て
三
十
一
人
の
名

そ
の
中
の
八
番
目
に
欧
私
太
幾
都
私
と
出
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
と
考

を
挙
げ
て
あ
る
が
、

え
ら
れ
る
。
次
の
巻
の
二
耳
篇
赤
十
「
円
窓
、
嫡
牛
殻
に
通
ず
。
こ
の
簸
も
ま
た
、
膜
あ

り
。
欧
私
太
幾
都
私
(
古
人
名
)
噺
夙
は
骨
管
な
り
。
:
:
:
こ
れ
に
向
う
者
は
三
つ
の
半

規
管
な
り
(
後
略
)
」
。
以
上
の
楠
牛
穀
、
三
つ
の
半
規
管
の
語
は
、

日
本
の
文
献
に
出
た

最
初
で
あ
り
、
訳
語
と
し
て
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。

同
書
の
始
め
の
凡
例
に
、
訳
に
三
等
あ
り
、

と
し
て
翻
訳
、
義
訳
、
直
訳
を
挙
げ
た
。

そ
の
訳
し
方
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
が
日
本
の
言
葉
に
な
り
、
数
々
の
傑
作
が
生
ま
れ

た
。
神
経
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
道
平
も
表
題
と
し
て
刻
字
し
た
。
今
や
医
学
専
門
用
語

で
は
な
く

一
般
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
に
つ
い
て
は
彼
の
解
剖
学
上
の
業
績
と
し
て
耳
管
|
欧
氏
管
の
名
が
残

り

一
五
五
二
年
世
界
で
最
初
の
銅
版
解
剖
図
譜
、
円
与
己
完
自
主
。

E
Sゆ
を
作
っ
た
十

六
世
紀
の
偉
大
な
解
剖
学
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
図
譜
は
一
七



一
四
年
に
最
初
の
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
製
作
か
ら
一
六

O
余
年
後
で
あ
る
。
初
版
が
刊
行

さ
れ
る
と
、
医
学
史
上
の
最
大
の
重
要
な
記
録
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
感
動
的

な
再
発
見
と
最
初
の
出
版
、

そ
し
て
十
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
各
種
の
版
が
刊
行
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
既
述
し
た
十
九
世
紀
前
半
の
日
本
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
版

も
含
ま
れ
る
。

バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
エ
ウ
ス
タ
キ
回
ω
ユF
O
】。
5
8
開

C
2
R
E
(
何
Z
ω
R
F
Z
の
形
も
た
ま
時
折

の
伝
記
は
部
分
的
に
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
生
年
は
一
五

O
O
年

使
わ
れ
る
)

頃
、
ア
ン
コ

l
ナ
〉

R
。
E
の
近
傍
の
サ
ン
・
セ
ベ
リ
ノ
マ
ル
ケ
∞

S
ω
2
R宮
。
豆

R
n
z

で
生
ま
れ
、

一
五
七
四
年
死
去
。
没
年
に
は
同
時
代
人
の
証
言
が
あ
る
。
彼
の
父
も
医
者

で
マ
リ
ア
ノ
宮
内
三
宮
。
何

g
g。
E
と
い
っ
た
。
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
は
よ
い
人
道
主
義
的
な

環
境
で
育
て
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、

ア
ラ
ビ
ア
語
が
使
え
た
。

一
五
三
九
年

の
末
に
は
物
理
学
者
で
も
あ
っ
た
。

一
五
四
七
年
ウ
ル
ビ
ノ
で
科
学
諸
分
野
の
学
者
た
ち

の
集
ま
る
御
前
会
議
に
招
待
さ
れ
た
時
は
解
剖
の
確
か
な
順
序
を
成
就
し
て
い
た
。
ま
た

数
学
を
学
ん
だ
り
、
開
業
医
と
し
て
ロ

l
マ
に
い
た
数
年
間
に
ロ
!
マ
大
学
に
も
出
て
い

た
記
録
が
あ
る
。

一
五
六
三
年
の
公
立
文
書
館
の
カ
タ
ロ
グ
に
医
学
の
主
題
と
年
俸
が
メ

デ
ィ
チ
ナ
プ
ラ
チ
カ
冨
包

E
S

同

)
E
Z
S
年
俸
三
三

O
ス
ク

l
ド

ω
2
E
と
記
載
さ
れ
て

いづ
h
v

。
エ
ウ
ス
タ
キ
の
解
剖
学
で
の
独
創
性
は
同
時
代
の
レ
オ
ナ
ル
ド
ダ
ヴ
イ
ン
チ
(
一
四
五

一一

l
一
五
一
九
)
や
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
(
一
五
一
四
|
六
四
)
が
持
っ
て
い
る
の
と
同
じ
優
秀

さ
と
多
く
の
発
見
を
備
え
て
い
た
。
十
六
世
紀
は
医
学
に
も
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
効
果
が
濃

く
表
わ
れ
た
が
、

そ
の
大
革
新
の
火
ぶ
た
を
切
っ
た
の
は
解
剖
学
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
い

わ
れ
る
。

一
五
三
七
年
に
解
剖
学
と
外
科
の
教
授
と
な
り

そ
の
翌
年
学
生
用
の

『
六
枚

つ
づ
き
の
解
剖
図
』
、

一
五
四
三
年
主
著
『
人
体
の
構
造
に
関
す
る
七
ツ
の
本
(
略
称
フ

ァ
ブ
リ
カ
)
』
を
パ

l
ゼ
ル
で
刊
行
し
た
。

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
関
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
解
剖
学
の
建
設
者
で
あ
り
、

そ
の
業
績
も
多
い
こ
と
は
エ
ウ
ス
タ
キ

も
認
め
て
い
た
。
し
か
し
フ
ァ
ブ
リ
カ
の
本
文
や
挿
画
に
関
し
て
正
確
で
な
い
も
の
も
含

ん
で
い
る
こ
と
を
エ
ウ
ス
タ
キ
は
激
し
く
批
判
し
た
。
「
い
か
り
の
人
」
と
も
云
わ
れ
た

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を
奔
放
で
厚
ま
し
い
礼
儀
知
ら
ず
、
と
見
倣
し
て
い
た
エ
ウ
ス
タ
キ
は
ヴ

こ

の

お

と

こ

ェ
サ
リ
ウ
ス
を
決
し
て
名
前
で
は
呼
ば
ず
叶
F
2
5
8
と
い
う
呼
び
表
わ
し
方
を
し
た
。

同
時
代
の
も
う
一
人
の
優
れ
た
解
剖
学
者
フ
ァ
ロ
ピ
オ
の
与
ユ
巳
。

司

ω--。同)目。
(]5Nω
・

5
S
)
に
対
し
て
エ
ウ
ス
タ
キ
は
批
判
を
も
っ
て
い
た
が
、
異
な
る
対
応
を
し
て
い
た
。

一
方
フ
ァ
ロ
ピ
オ
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
敬
意
を
以
て
対
し
、
決
し
て
批
判
は
し
な
か
っ

た。
エ
ウ
ス
タ
キ
は
生
存
中
に
四
編
か
ら
な
る
論
文
集
を
一
五
六
四
年
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
刊
行

し
た
。
そ
の
芳
一
集
の
中
に
一

O
×
一
六
・
三
セ
ン
チ
の
縦
長
の
矩
形
の
図
版
八
枚
を
エ

ッ
チ
ン
グ
で
入
れ
た
。
後
に
出
た
吋
与
己
忠
告
巳
。
B
片
山
毘
の
始
め
に
入
っ
て
い
る
も
の

は
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

一
五
七
四
年
に
は
、
古
人
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
書
い
た
章
節

を
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
、
注
を
加
え
た
著
述
を
完
成
出
版
し
た
。
そ
れ
は
八

O
年
後
の
二
ハ

五
三
年
に
重
版
さ
れ
た
。

前
述
の
八
枚
の
エ
ッ
チ
ン
グ
の
下
画
を
描
き
、
腐
蝕
し
た
の
は
エ
ウ
ス
タ
キ
の
助
手
で

あ
り
、
心
か
ら
彼
の
支
持
者
で
あ
っ
た
ピ
ニ

E
R
冨
巳
Z
。
虫
色
で
あ
っ
た
。
同
じ
仕
事

の
中
で
エ
ウ
ス
タ
キ
の
四
十
六
枚
の
図
版
が
ピ
ニ
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
、
彼
は
著
作
に
そ

れ
ら
の
図
版
を
使
う
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
の
計
画
は
生
存
中
に
実
行
で
き
な
か
っ

(U
)
 

た
。
そ
の
著
作
の
内
容
が
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、

フ
ァ
ロ
ピ
オ
そ
の
他
科
学
上
の
対
立
的
敵
手

に
対
す
る
基
礎
的
な
批
評
か
ら
成
っ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
、

と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
死
去
し
た
一
五
六
四
年
頃
は
極
め
て
不
安
定
な
健
康

状
態
だ
っ
た
。

一
五
六
一
年
の
終
り
ま
で
に
は
大
学
を
退
き
、
教
師
と
し
て
の
活
動
を
す

で
に
や
め
て
い
た
。
し
か
し
彼
が
死
ん
だ
の
は
ウ
ル
ビ
ノ
枢
機
卿
デ
ラ
・
ロ
べ

l
レ
の
治

29 
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療
に
赴
く
た
め
の
旅
行
の
途
中
で
あ
っ
た
。
彼
の
死
が
一
五
七
四
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
遺

産
相
続
の
記
録
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
科
学
上
の
財
産
相
続
人
は
前
述
し
た
ウ
ル
ビ
ノ
生
れ
の
ピ
ニ
で
、

そ
グ〉

他
の
遺
産
は
息
子
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
(
フ
エ
ラ
ン
テ
と
も
い
わ
れ
る
)
が
相
続
し
た
。

ピ

ニ
が
相
続
し
た
の
は
彼
の
著
書
、
他
の
人
の
記
録
、
諸
国
語
の
書
籍
、
絵
画
、

ス
ケ
ッ

チ
、
銅
版
、
金
属
製
や
木
製
の
数
学
の
道
具
、

ガ
ラ
ス
製
の
蒸
溜
装
置
や
導
管
、

ウ
ル
ビ

ノ
伯
か
ら
贈
ら
れ
た
時
計
で
あ
っ
た
。
記
録
の
中
で
今
日
の
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
る
の
は

当
時
の
解
剖
用
道
具
の
骨
用
鋸
、

ナ
イ
フ
、
な
た
、
数
学
の
道
具
、
蒸
溜
分
離
装
置
等
の

多
く
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
道
具
類
で
あ
る
。

ピ
ニ
に
託
さ
れ
た
銅
原
版
群
は
十
七
世

紀
ま
で
は
保
存
さ
れ
て
い
た
。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
意
志
で
原
版
群
を
ピ
ニ
に
遺
し
た
の
は

五
七

O
年
だ
っ
た
。

ピ
ニ
に
は
跡
取
り
が
い
な
か
っ
た
。
彼
の
未
亡
人
が
ウ
ル
ビ
ノ
在
住

エウスタキ原図版

TABULA SEXTA 

挿図26エウスタキ原図版

T ABULA QUINT A 

挿図25

。

の
他
の
家
族
に
渡
し
て
い
た
。

30 

以
上
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
エ
ウ
ス
タ
キ
の
原
版
群
を
発
見
し
、
説
明
を
つ
け
て
一
七
一

四
年
ロ

l
マ
で
刊
行
し
た
の
は
ロ

l
マ
の
医
学
者
、
解
剖
学
者
の
ラ
ン
チ
ス
イ

2
2
8・

E
Z
R
S
F
m
g
n
E
(
5
2・H

吋

N
C
)

で
あ
っ
た
。

一
六
七
六
年
以
後
精
神
病
院
で
活
躍
、

六
八
四
年
ロ

l
マ
大
学
で
解
剖
学
教
授
、
同
時
に
法
王
イ
ノ
セ
ン
ト
十
一
世
(
一
六
七
六

ー
一
六
八
九
)

の
正
規
の
内
科
医
に
指
名
さ
れ
、

さ
ら
に
続
く
二
代
の
法
王
の
下
で
ロ

l

マ
教
皇
庁
の
首
席
侍
医
の
称
号
を
死
ぬ
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
た
。

ラ
ン
チ
ス
イ
の
専
門
は
脳
と
心
臓
の
病
気
だ
っ
た
が
、
衛
生
問
題
や
家
庭
の
ペ
ッ
ト
と

す
べ
て
の
伝
染
性
の
病
気
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
ら
の
関
心
を
実
践
す
る

た
め
全
財
産
を
病
院
の
建
設
に
遺
贈
し
よ
う
と
し
た
。
彼
の
財
産
の
中
に
は
若
い
助
手
時

代
か
ら
親
し
ん
で
い
た
医
学
の
古
典
の
貴
重
な
蔵
書
が
あ
っ
た
。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
原
版
に

TABULA QUINTA， TABULA SEXTA アルピニ版挿図27



関
心
を
寄
せ
た
の
は
歴
史
的
見
地
か
ら
エ
ウ
ス
タ
キ
の
人
体
に
関
す
る
組
織
上
の
探
究
を

知
る
た
め
だ
っ
た
。
ラ
ン
チ
ス
イ
を
大
い
に
触
発
し
た
の
は
一
六
九
四
年
ま
で
イ
ノ
セ
ン

ト
十
二
世
(
一
六
九
一
ー
一
七

O
O
)
の
正
規
の
医
者
だ
っ
た

つ
ま
り
同
僚
で
も
あ
っ

た
マ
ル
ピ
ギ
ζ
同
の
巳

Z

Z巳
立
m
E
(
5
N∞
・
玄
)
だ
っ
た
。

マ
ル
ピ
ギ
は
顕
微
鏡
解
剖
の

立
役
者
で
あ
っ
た
が

エ
ウ
ス
タ
キ
の
正
確
な
器
管
解
剖
を
証
明
す
る
彼
の
図
版
を
見
つ

け
て
い
た
。

マ
ル
ピ
ギ
は
エ
ウ
ス
タ
キ
の
小
さ
な
組
立
の
解
明
は
(
腺
、
肺
、
牌
、
神
経
、

脳
)
感
覚
上
の
諸
器
管
の
構
造
に
関
す
る
研
究
の
結
果
と
し
て
彼
の
図
版
に
あ
る
、

と
認

識
し
て
い
た
。
そ
の
マ
ル
ピ
ギ
の
意
見
は
一
七
一
四
年
版
に
あ
る
。

法
皇
ク
レ
メ
ン
ト
十
一
世
(
一
七

0
0
|
一
七
一
一
一
)
は
一
六
四
九
年
の
ウ
ル
ビ
ノ
生

れ
だ
が
、
ラ
ン
チ
ス
イ
の
エ
ウ
ス
タ
キ
の
原
版
発
見
と
出
版
の
意
義
を
認
め
、
原
版
捜
索

に
力
添
え
し
、
買
取
り
を
自
ら
行
い
、
ラ
ン
チ
ス
イ
に
与
え
た
。
ラ
ン
チ
ス
イ
は
出
版
に

あ
た
っ
て
、
協
力
を
得
た
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を
巻
頭
に
載
せ
る
こ
と
で
感
謝
を
表

し
て
い
る
。

遺
産
の
中
か
ら
前
述
し
た
銅
版
よ
り
大
き
な
版
板
(
一
八
・
四
×
二
八
・
二
セ
ン
チ
)
三

八
枚
以
上
を
発
見
し
た
。
し
か
し
原
版
に
関
す
る
手
書
き
の
記
録
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

XXVI アルピニ版挿図28(a)

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

た。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
所
説
で
は
ほ
ぼ
四
十
六
枚
図
版
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ラ
ン
チ
ス
イ
は

原
版
の
両
面
に
腐
蝕
図
版
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
挿
画
は
四
十
七
枚
入
れ
た
。

エ
ウ
ス

タ
キ
の
解
剖
図
譜
の
順
序
は
八
枚
の
小
さ
な
図
版
を
前
奏
曲
、
大
き
な
図
判
の
芳
九
図
を

出
発
点
と
見
倣
す
と

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の

『
フ
ア
ブ
リ
カ
』
と
順
序
は
逆
に
な
る
。
し
か

し
図
版
の
並
べ
方
は
ラ
ン
チ
ス
イ
の
指
示
に
よ
る
、

と
思
わ
れ
て
い
る
。
字
形
か
ら
推
察

す
る
と
、
大
き
な
版
に
使
っ
た
字
形
と
小
さ
な
版
の
字
形
が
著
し
く
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら

エ
ウ
ス
タ
キ
は
彼
の
解
剖
書
に
は
小
さ
な
方
の
図
版
は
使
う
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
仮
定

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

八
枚
の
原
版
が
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
科
学
史

上
の
悲
し
む
べ
き
損
失
だ
と
推
論
で
き
る
。
杉
田
成
卿
は
『
解
体
図
指
説
』

で
そ
の
八
図

版
の
説
明
を
訳
し
て
い
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の

『
フ
ア
ブ
リ
カ
』

の
木
版
図
の
解
剖
人
体
の
各
図
は
仰
々
し
く
生
々

し
い
姿
勢
を
と
ら
せ
た
図
像
が
多
い
。
し
か
も
そ
う
し
た
図
像
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
よ

り
後
の
解
剖
書
の
挿
画
の
手
本
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
が

『
解
体
新
書
』

の
隔
膜
篇
図
の

「
示
隔
膜
附
続
」
に
模
写
さ
れ
て
い
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
銅
版
図
版
は
そ
の
人
体
表
現
に

は
節
度
と
い
う
か
、
あ
る
抑
制
が
見
ら
れ
る
の
が
著
し
い
特
徴
と
い
え
る
。
そ
の
図
像
は

XXVI No. 1 

XXVI No. II 

アルピニ版

アルピニ版

挿図28(b)

挿図28(c)
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数
学
上
の
物
差
し
に
か
こ
ま
れ
て

ほ
と
ん
ど
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
的
効
果
を
持
ち

し
か
も
独
特
な
透
視
画
法
的
現
象
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
。
物
差
の
か
こ
み
の
抽
象

性
は
台
板
上
の
人
体
図
を
熟
視
の
対
象
に
す
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
一

つ
の
解
剖
(
検

死
)
の
結
果
を
と
ら
え
、

エ
ウ
ス
タ
キ
の
図
版
は
無
数
の
検
死
の
結
果
を
包
括
的
な
広
い

展
望
で
示
し
た
も
の
、

と
い
わ
れ
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
の
解
剖
書
の
銅
版
原
画
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
下
回
は
エ
ウ
ス
タ
キ
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
も
の
と
彼
の
助
手
ピ
ニ
の
描
い
た
図
が
あ
る
。

ピ
ニ
は
最
初
の
八
枚
を
彫

版
し
、

そ
の
余
も
彫
版
し
た
と
宣
言
し
て
い
る
。
そ
の
宣
言
を
疑
う
理
由
も
な
い
。

ロ
ー
ー

マ
の
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
ム
ジ
が
彫
版
し
た
と
も
云
わ
れ
る
が

ム
ジ
は
単
な
る
彫
版
師
と

し
て
関
与
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

ピ
ニ
は
解
剖
学
挿
画
を
学
園
で
教
え
ら
れ
、
活
躍
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
解
剖
図
版
を
か
こ
む
物
差
の
表
示
は
エ
ウ
ス
タ
キ
が
ウ
ル
ビ
ノ
時

代
に
考
案
し
た
も
の
だ
が
、
当
時
地
図
製
作
の
分
野
を
支
配
し
て
い
た
方
法
で
あ
る
。

コニ

ウ
ス
タ
キ
は
彼
の
図
版
に
用
い
る
物
差
を
自
ら
製
図
し
た
。
そ
の
使
い
方
は
図
像
の
あ
る

個
所
を
素
早
く
き
が
し

そ
の
部
分
の
説
明
を
読
む
こ
と
に
あ
っ
た
。
ラ
ン
チ
ス
イ
の
初

版
ロ
!
マ
版
の
編
集
も
そ
の
図
版
に
従
っ
た
。

し
か
し
ド
イ
ツ
生
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
ア
ル
ビ
ニ
回
。
『

S
E
ω-。
肉
片
岡
・

-o門
】

〉吋
E
E
(
尽
き
・

ロ吋
C
)

が
一
七
四
四
年
に
出
版
し
た
エ
ウ
ス
タ
キ
の
解
剖
書
に
は
初
版
に
使
っ
た
原
図
版

を
出
し

そ
れ
に
並
べ
た
り
、

そ
の
図
版
の
後
に
物
差
を
使
わ
ず
、
図
版
の
各
部
分
部
分

に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
小
文
字
、
数
字
、
ギ
リ
シ
ャ
文
字
を
入
れ
て
説
明
文
と
関

連
さ
せ
た
彼
の
新
し
い
工
夫
に
よ
る
図
版
を
加
え
た
(
挿
図
お

-m
・
幻
)
。
当
然
初
版
本

よ
り
図
版
ぺ

l
ジ
が
増
え
(
挿
図
お
)
、
本
文
ぺ

l
ジ
も
一
五
一
ペ
ー
ジ
か
ら
二
七
七
ぺ

ー
ジ
に
増
え
て
い
る
。

こ
の
本
は
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
に
入
っ
て
い
る
。

一
七
九

八
年
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
こ
れ
を
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
七
一
四
年
初
版
本
か
ら

一
八

O
O
年
の
ド
イ
ツ
語
版
ま
で
十
種
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
内
正
確
な
表
題
が
不
明

一一一一一
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の
版
も
あ
る
が
、
列
記
し
た
。

註(
l
)

告
発
状
、
探
索
復
命
書

三
九
五
、
三
九
九
ペ
ー
ジ

(
2
)

『
天
保
雑
記
』
分
二
十
八
冊

月
・
一

O
一
ペ
ー
ジ

(
3
)

『
畢
山
全
集
』
芳
二
巻
、

トー品
、、ー"

N 
、、-'

w 
、、ー，〆

仏
、、ー"

CJl 
、、--'σコ

、、ー〆
-:J 
、、--'

cxコ、、.../
<.D 、、.-/

]-吋
H
A
F

〈円、〉
zhHω
日

冨
R
U
)〉

mwロ
ω件。ロ己ハリ
0

・

H
，

ωず己何百

(の芯〈
ωロ巳

問。
B
O
向。--

]{吋

N
N

向。--

回
目
ω

∞
〈
〕
宮
・
円
、
〉

zn訪日〉

向。--

]
「
吋
品
仏

八四

2
p
ω
w
m
-
〉
目
立
巳
〉

何
一
対
日
比
仙
の
民
宮
、
H
，

mwず巳州
W
E
B
S
m
w件
。
ヨ
片
R
c
g

回
目
肖
任
。
-
。
自
白
巳
開
口
ω
gのF
Z
F
巳己
m
川口

]戸吋切∞

〉
g
B
H
L
O巳
∞
可
ω件
。
ョ
。
間
同
町
。
盟
。
。
ι・5ω
巴
ω
何百円同

Z
R
S
ω
"
g
}内
mw口町
g
B

ω-σFロロ
ω
d
o門
出
立
。
ロ
。
同
開
口
ω一[mwnECω:::
開
口
問
円
釦
〈
ゆ
色
。
ロ

]mw円mmwn。℃旬。吋

同

)EZω
当
芹

F
g
z
g
。問。
M
G
Eロ
何
回
立
。
ロ
:
:
:
可
ωロ
ω
Z
Z仏
百
円
。
開
口
m-2FW

。件(リ・し「。}居間口町凶円)件。ロ・円、。ロ品。
P
向。]・

]戸吋∞一{

〈回・

ω・〉
-
E
E〉

[
当
記
『

開
MHL-の州淳一。吋
ωσ
己的肖
ZHHM
〉口開凶件。

s-の
ω
2
5

任命

g
z
g
任命
B
R寸
2
・
自
己
任
命
民
間
)-gm凶件。ミ

Z
M件
。
町
田
・
出
件
。

丹
内
戸
豆
命
日
出
]
ケ
∞
]

F
O
M
可品。ロ
w

一向。--

]-2山
由

〈
の
・
冨
-
F
自
己
ω-〉

w

〈
2
M仙のめ・

一戸、吋∞
ω

w

問。目。・

一口∞∞

〈
〉
・
∞
。
ロ
ロ
〉

。E
Z
O仏
w
g
e
m
o
H】

E
Z
P
B
2
2
5
J
N
q
w
Uユ
ロ
関
与
q
e

見
守
0

・吋

σロロ門日
σ2.
宮
町
主
主
g
w
向。

-F
〉
Bω
件。丘
ω・5
・
円
、
〈
mg
開
ω・

(可山口
ω
Z
Z色
町
吋
。
ヨ
〉
・
回
。
ロ
ロ
)
・
』
・
(
V

・同
g
z
g

〕{∞
c
c

佐
藤
昌
介
著
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
(
岩
波
書
広
一
九
六
四
年
刊

二
七
ペ
ー
ジ
、
「
逓
信
協
会
雑
誌
」
五
六
号

大
正
二
年
二

一
O
入
|
一
二
四
ペ
ー
ジ
の
内
一
二
二
ペ
ー
ジ
参
照
。



(
4
)

同

右

一

五

七

l
九
0
ペ
ー
ジ

(
5
)

「
あ
り
ゃ
な
し
ゃ
』
吉
見
鉄
吉
編
明
治
四
十
年
刊
活
字
本
五
三

l
七
九
ペ
ー
ジ
、
『
森
銑
三

著
作
集
』
才
六
巻
「
渡
辺
畢
山
」
の
章
の
内
蛮
社
の
獄
の
項
参
照
。

(
6
)

ド
ン
ド
ル
ヒ
ュ
ス
は
り
。
ロ
色
。
号

5
火
器
の
名
称
。
一
八
五
一
年
の
蘭
英
辞
書
で
は
英
語
で

E
C
E
R
σ
c
ω
ω
。
告
発
状
の
ド
ン
ド
ル
、
畢
山
の
口
書
で
は
ド
ル
!
ル
ヒ
ュ
ス
と
あ
る
が
同
じ
も

の
を
き
す
。
噺
夙
(
ら
っ
ぱ
)
銃
と
訳
し
た
蘭
和
大
辞
典
(
昭
和
十
八
年
刊
)
が
あ
る
。

(
7
)

前
掲
註
2
雑
誌
に
如
電
は
三
筋
町
の
北
六
十
五
六
番
地
と
あ
る
。
現
在
で
は
元
浅
草
三
丁
目

の
南
西
隅
か
。

(8
)

前
掲
註
3
三
三
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

(9
)

拙
著
『
日
本
銅
版
画
の
研
究
近
世
』
美
術
出
版
社
、
昭
和
四
九
年
刊
、
三
四
九
ペ
ー
ジ
図

版
、
三
五
二
ペ
ー
ジ
、
『
江
戸
の
銅
版
画
』
新
潮
社
、
昭
和
五
八
年
七
月
刊
、
二
一
四
ペ
ー
ジ
参

照。
(
叩
)
伝
記
、
ラ
ン
チ
ス
イ
、
彼
の
原
版
探
索
等
の
記
述
は
一
七
一
四
年
版
の
複
刻
本
に
付
け
ら
れ

た
別
冊
の
宮
可
急
足
立
。
ロ
(
記
述
者
名
は
な
い
)
に
主
と
し
て
よ
っ
た
。
複
刻
版
は
当
ロ
ユ
Z
B
E

Z
円
阿
佐
各
o
F
m百円凶

gzσ
口
。
任
命
w
g
c仲
間
同
門
所
蔵
本
か
ら
製
作
さ
れ
た
。

(
日
)
エ
ウ
ス
タ
キ
は
解
剖
に
関
す
る
よ
り
大
き
な
著
作
に
予
定
し
て
い
た
タ
イ
ト
ル
は
口
。

ω
8
5
5
R
n
o
E
5
2
3比
ω
自
ωSEw-ω
。

本
岐
道
平
の
銅
版
画
「
神
経
血
絡
開
現
図
」
と
エ
ウ
ス
タ
キ
解
剖
書

内
同

-ω
・
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